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中学校における不登校生徒への教師の関わりについての研究

－個別支援シートを活用したコンサルテーションとチーム援助の実践を通して－
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要 旨

本研究では，中学校の不登校問題解決の取組として，個別支援シートを活用したコンサルテー

ションとチーム援助を実施した。実施後の教師へのアンケート調査で評価したところ，不登校生

徒対応状態測定尺度の平均値が有意に向上し，中学校の不登校問題における個別支援シートを活

用したコンサルテーションとチーム援助の有用性が明らかとなった。これにより，教師の意識・

態度の高まりが，不登校生徒への効果的な支援につながる可能性が示唆された。
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Ⅰ 主題設定の理由

文部科学省（2012）の「平成22年度 児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」によると

平成22年度の不登校児童生徒数は，小学校が22,463人，中学校が97,428人，小・中合わせて 119,891人であ

り，前年度と比較すると 2,541人減少し，在籍児童生徒数に占める不登校児童生徒の割合も前年度より減少

を示している。また，文部科学省（2012）の「平成23年度 学校基本調査」によると，青森県の小・中学校

の不登校を理由とする長期欠席者数は，1,381人であり，前年度とほぼ同様の人数であるという報告がなさ

れている。

しかし，依然として全国の中学校で約10万人の生徒が不登校となっている現実や，平成13年度以降中学校

の不登校出現率が横ばい状態であること，また，本県においても 1,000人当たりの不登校生徒数の比率が，

中学校において全国平均を上回っている現状を踏まえると，不登校の問題は中学校において喫緊の教育課題

であると考えられる。

生徒が不登校状態に陥った時，自分だけで問題と向き合い，再登校を目指すことは困難である。また，家

庭が支援しようとしても効果的に対応できないことも多く，不登校状態にある子どもの支援のためには，家

庭だけではなく学級担任や養護教諭，スクールカウンセラーや臨床心理士など，教育・心理・精神科学の専

門家が連携して対応していく必要がある。

石隈（1999）は，複数の援助者が援助チームとして協働し，問題を抱える生徒に対してコンサルテーショ

ン等を行うことによって良質な援助サービスを行うことが可能となり，不登校状態にある子どもの支援がさ

らに向上すると述べている。

本研究では以上のことを踏まえ，「個別支援シートの活用」を加えた援助チームによるコンサルテーショ

ンとチーム援助を行い，中学校の不登校問題解決に取り組む。そして，その取組による中学校教師の意識・

態度の高まりが現状の不登校生徒をよりよい方向に変容させると考え，本主題を設定した。

Ⅱ 研究目標

個別支援シートを活用したコンサルテーションとチーム援助を行うことによって，中学校の教師が不登校

事例に対して適切な対応をとれる状態になることを実践を通して明らかにする。

Ⅲ 研究仮説

個別支援シートを活用したコンサルテーションとチーム援助を行うことによって，中学校教師が不登校事



例に対して，より適切な対応をとれる状態になるだろう。

Ⅳ 研究の実際とその考察

１ 研究における基本的な考え方

(1) コンサルテーションについて

石隈（1999）によるとコンサルテーションは，「異なった専門性や役割をもつ者同士が子どもの問題状

況について検討し，今後の援助のあり方について話し合うプロセス（作戦会議）」と述べている。自らの

専門性に基づき専門家の子どもへの関わりを援助する者をコンサルタント，そして援助を受ける者をコン

サルティと呼び，その目的は第一に子どもへの援助というコンサルティの職業上あるいは役割上の課題遂

行における問題解決の援助である。第二の目的はコンサルテーションを活用して問題解決をする過程でコ

ンサルティの援助能力を向上させることにある。

本研究では，学級担任との定期的なコンサルテーションを通し，問題解決に取り組むことで，不登校対

応に関する教師の意識・態度の高まりを導き，不登校生徒に対するより良質で継続的な援助サービスの提

供を行う。

(2) チーム援助について

石隈（1999）によると「チーム援助とは，援助者が共通の目標をもって，役割分担しながら子どもの援

助にあたることを指す。ある子どもに対して一緒に援助を行う人たちの集まりを援助チームと言う。子ど

もは自然に複数の援助者とかかわりながら成長していくが，子どもの援助ニーズが大きいときは，①援助

者一人の持っている情報だけでは十分ではない，②援助者一人で行える援助には限りがある，③共通理解

・共通方針のもとで対処していかないと子どもをさらに混乱させる危険性がある，という三つの理由から

意識的にチーム援助を調整する必要がある」と述べている。

本研究では，不登校生徒に対し，コンサルタントと学級担任の他，関係職員を中心とした援助チームを

結成することによって，学級担任を支援するとともに不登校生徒の多様なニーズに対応する。

(3) 個別支援シートについて（図１）

本研究では個別支援シートを活用

する。不登校生徒の様子やこれまで

の援助の振り返り，今後の援助内容

の明確化，評価などをシートを基に

行うことにより，援助者の実践意識

を高め計画的な対応を促す。また，

コンサルテーションの内容を紙面に

記載し教師全員が閲覧することによ

って，情報と対応を共通理解し，学

校全体で学級担任の支援と生徒の援

助につなげる。

(4) 検証尺度について

本研究では，個別支援シートを活

用したコンサルテーションとチーム

援助（以下，「不登校生徒対応支援

プログラム」という。）の効果を検証

するために用いる質問紙（尺度）を

作成し，不登校生徒対応支援プログ

ラム実施前の教師の状態と実施後の

状態を比較する。

２ 不登校生徒対応状態測定尺度作成の試み

(1) 予備調査の実施と分析

ア 調査用紙の作成

不登校対応で効果が高かった「平成20年度 児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」

図１ 個別支援シート



（文部科学省，2009)における

「指導の結果登校ができるよう

になった児童生徒に特に効果の

あった学校の措置」と教師の不

登校対応に関する測定尺度であ

る「不登校児童生徒対応志向性

尺度」(小林ら,2006)の質問項

目の内容を参考とし，不登校問

題への対応として効果的だと思

われるキーワード24項目を提示

し，効果的だと思われる内容の

キーワードをすべて選択しても

らった。また，提示したキーワ

ード以外で効果があった不登校

対応のキーワードとその理由，

不登校対応について功を奏さな

かった，あるいは逆効果になっ

たこと，現在困っていることな

どについて自由記述での回答を

求めた。

イ 調査及び被調査者

2010年９月に，青森県内の中

学校教師10名（男性４名，女性

６名）を対象としたアンケート

調査を実施した。回答を得た教

師は，すべて教職経験年数11年

以上であり，何らかの形で不登

校生徒との関わりを経験してい

た。

ウ 予備調査の分析結果（図２）

複数回答は平均値，自由記述

はKJ法により，不登校対応に関

するキーワード37項目を抽出し

た。37項目をさらに整理・分析した結果，ほとんどのキーワードは「平成20年度 児童生徒の問題行動

等生徒指導上の諸問題に関する調査」における，「指導の結果登校ができるようになった児童生徒に特

に効果のあった学校の措置」と「不登校児童生徒対応志向性尺度」に吸収された結果となった。

ただし，「友人や級友のかかわり」「保護者との信頼

関係の不足」「功を奏さなかった家庭訪問」「生徒に合わ

ない指導」については，新たな内容として採用すること

とし，尺度試作版26項目の内容を決定した。

(2) 尺度試作版の実施と分析

ア 調査用紙の作成

尺度試作版の内容や文言などをさらに吟味し，質問紙

を作成した。これから出会う不登校生徒の対応について

「今後どのような対応をすると良い（してみたい）と思

いますか」と尋ね，各項目について自らの対応の意識・

態度に関して,「全く当てはまらない(１点）」から「よ

く当てはまる（５点）」のいずれかをチェックする５件

法で回答を求めた。フェイスシートにおいては，被調査

者の属性（性別・年齢・分掌・教職歴・不登校生徒への

図２ 抽出したキーワードと表札の整理分類

表１ 被調査者の構成



関わり経験）を尋ねた。

イ 調査及び被調査者（表１)

調査は県内の公立中学校の教師に依頼し，2010年10月から2011年１月にかけて青森県総合学校教育セ

ンターが開催する各研修講座の会場で，無記名による質問紙法(任意)により協力を得た。教師 113名を

対象とし，回答のあった 112名を分析の対象とした（回収率99.1％）。処理に当たり，欠損値データは

その都度削除した。

ウ 尺度試作版の分析結果（表２）

(ｱ) 質問項目の決定

まず，尺度試作版26項目の平均値と標準偏差を算出した。フロア効果が認められる項目はなかった

が天井効果が見られる項目が多いため，それらの項目を削除するかどうかの検討を行った。

被調査者全 112名のうち51名（45％）は教育相談に関わる受講者であり，そのほとんどが自ら受講

を希望している教師であった。また，被調査者92名（82％）は教職歴11年以上の受講者であり，各中

学校の中核として活躍している教員であると思われる。したがって，今回の被調査者は不登校対応へ

の意識・態度が高いことが推測されるため，天井効果が認められた項目をその後の分析から排除せず

尺度試作版26項目全てに対して，主因子法による探索的因子分析を行い，因子負荷が一つの因子につ

いて0.40以上でかつ２因子にまたがり，0.40以上の負荷を示さない18項目を抽出した。

第１因子は３項目で構成されており，「教育相談センター等の相談機関と連携して指導にあたる」

「スクールカウンセラーも専門性を生かした指導にあたる」など，関係機関との連携による対応に関

する内容の項目が高い負荷量を示していた。そこで，「関係機関との連携による対応因子」と命名し

た。第２因子は４項目で構成されており，「本人に活躍の場を与える」「様々な場面において本人が

意欲を持って活動できる場を用意する」など，本人の所属感を高めるための対応の内容が高い負荷量

を示していた。そこで，「所属感を高めるための対応因子」と命名した。第３因子は４項目で構成さ

れており，「家庭訪問を行い，本人の学業や生活面での相談に乗るなど様々な指導・援助を行う」「電

話をかけたり迎えにいくなど，適切な時期に登校を促す」など，生徒が家にこもっている時の積極的

な働きかけの内容が高い負荷量を示していた。そこで，「家にこもっている時の積極的な対応因子」

表２ 尺度試作版の因子分析結果（プロマックス回転後の因子パターン）



と命名した。第４因子は４項目から構成されており，「本人が安心していられる場所を作る」「不安

や緊張や怒りや嫌悪などの不快な感情を言葉で表現できるように促す」など，受容的な不登校への対

応に関する内容の項目が高い負荷量を示していた。そこで，「受容的な対応因子」と命名した。第５

因子は３項目から構成されており，「校内研修会や事例研究会を通じて全教師の共通理解を図る」「教

育相談担当教師も専門性を生かした指導にあたる」など，学校全体での対応の内容が高い負荷量を示

していた。そこで，「学校全体による対応因子」と命名した。

(ｲ) 信頼性の検討

尺度試作版の五つの下位尺度に相当する項目の平均値を算出し，「関係機関との連携による対応」

下位尺度得点（平均4.03，SD =0.70），「所属感を高めるための対応」下位尺度得点（平均4.11,SD

=0.61）,「家にこもっている時の積極的な対応」下位尺度得点（平均4.56，SD =0.44），「受容的

な対応」下位尺度得点（平均4.41，SD =0.50）,「学校全体による対応」下位尺度得点（平均4.54，

SD =0.53）とした。内的整合性を検討するために下位尺度のα係数を算出したところ，「関係機関

との連携による対応」でα=.77，「所属感を高めるための対応」でα=.75，「家にこもっている時

における積極的な対応」でα=.71，「受容的な対応」でα=.75，「学校全体による対応」でα=.67

とおおむね十分な値が得られた。

(3) 不登校生徒対応状態測定尺度の完成

最後に，本尺度を「不登校生徒対応状態測定尺度」と命名し，不登校生徒対応支援プログラムのプレ・

ポストテストに使用する全18項目の質問紙が完成した。

３ 個別支援シートを活用したコンサルテーショ

ンとチーム援助の実践

(1) 対象

Ａ中学校，教師24名（管理職を含む）を対象

に実践した。対応した不登校・不登校傾向の事

例は各学年１名の合計３名であった。

(2) 事前調査（図３）

Ａ中学校の教師（管理職・養護教諭を除く）

の不登校生徒対応状態を調査するために，2011

年５月２日にプレテストを実施した（回収22名

中，有効回答20名）。実施後の不登校生徒対応

状態測定尺度の五つの下位尺度の平均値を算出し，「関

係機関との連携による対応」下位尺度得点（平均3.53，

SD =0.78），「所属感を高めるための対応」下位尺度得

点（平均3.90，SD =0.68）,「家にこもっている時の積極

的な対応」下位尺度得点（平均4.38，SD =0.59）,「受容

的な対応」下位尺度得点（平均4.34，SD =0.48）,「学校

全体による対応」下位尺度得点（平均3.88，SD =0.80）

とした。

不登校生徒対応状態測定尺度の５因子について，Ａ中

学校の教師が不登校または不登校傾向の生徒に対して，

どの対応を重視しているかを調査するために分散分析を

行った結果，「関係機関との連携による対応」と比較し

「家にこもっている時の積極的な対応」と「受容的な対

応」を重視していることが確認された。また，プレテス

トにおける不登校生徒対応状態測定尺度の各下位尺度の

平均値を尺度試作版の平均と比較したところ，５因子全

ての平均値が尺度試作版の平均値を下回っていることが

確認された。

(3) 方法（図４）

コンサルタント（青森県総合学校教育センター教育相

図３ 不登校生徒対応状態測定尺度下位尺度得点（プレテスト）

図４ 不登校生徒対応支援プログラム



談課研究員）１名が約２週間に１回Ａ中学校を訪問し，学級担任とコンサルテーションを行った。内容

は，主に「対象生徒の様子の確認」，「今後の援助の明確化」であった。なお，対象生徒に対する「今

後の援助」に関しては，学年の方針，学級担任の思いや取り組みやすさなどに留意し，必要に応じて不

登校対応に関する情報提供も行った。コンサルテーション終了後は，話し合った内容を個別支援シート

にまとめ，「生徒の情報」と「今後の生徒への援助」などを関係教師（管理職を含む）に閲覧してもら

い，対象生徒と学級担任へのサポートをお願いした。

(4) 実施経過（表３）

不登校生徒対応支援プログラムは，2011年

５月18日から2011年９月13日までの約４ヶ月

間に合計10回実施した。

４ 結果

(1) 不登校生徒対応状態測定尺度下位尺度得点

（図５）

Ａ中学校の教師の不登校生徒への対応状態

の変化を調査するために，2011年９月26日に

ポストテストを実施した(回収22名中,有効回

答20名）。

プログラム実施後の不登校生徒対応状態測

定尺度の五つの下位尺度の平均値を算出し，

「関係機関との連携による対応」下位尺度得

点（平均4.20，SD =0.44），「所属感を高め

るための対応」下位尺度得点（平均4.25，SD

=0.54), 「家にこもっている時の積極的な対

応」下位尺度得点(平均4.38,SD =0.59),「受

容的な対応」下位尺度得点（平均4.65，SD =

0.40）,「学校全体による対応」下位尺度得点

(平均4.26，SD =0.54)とした。

(2) 不登校生徒対応状態測定尺度下位尺度得点

の変化（表４）

不登校生徒対応支援プログラムの実施前の

教師の状態と実施後の状態について，不登校

生徒対応状態測定尺度の下位尺度の平均値を

ｔ検定で調査したところ「関係機関との連携

による対応因子」(両側検定:t(19) =5.31,p<

.001),「所属感を高めるための対応因子」(両

側検定：t(19) =2.22,p<.05)，「受容的な対

応因子」（両側検定:t(19) =3.68,p<.01）,

「学校全体による対応因子」(両側検定:t(18)

=2.28,p<.05）に有意な差が認められた。「家

にこもっている時の積極的な対応因子」の下

位尺度得点には変化が見られなかった。

また，サンプル数が少なかったため，調査

結果の信頼性を担保する意味でノンパラメト

リック検定(Wilcoxonの符号付き順位和検定)

を実施し，同様の結果を得た。

(3) 生徒の概要と結果（表５)

2011年９月13日現在の状況を示す。対象生

徒３名は教師の対応の結果，１名の生徒を

図５ 不登校生徒対応状態測定尺度下位尺度得点（ポストテスト）

表４ 不登校生徒対応状態測定尺度下位尺度得点の変化

表３ 実施内容の概要

表５ 事例概要と結果



除き，何らかの改善が見られた。

(4) 教師の感想（抜粋）

ア コンサルテーションに参加した教師

・自分一人の視点だけではなく，多くの先生方の視点から，様々な援助方法を見いだすことができ，対

応の幅が広がったことが大きい。

・学級担任の立場としては，「自分が何とかしなければ」と思うのだが，コンサルテーションやチーム

援助を通して，必要以上に気負うことなく対応ができるようになり，精神的な負担が軽くなったよう

に思う。

・いろいろな情報を持ち寄ることで，新たに見えてくる子どもの隠れた考え方や感情などを読み取るこ

とができた。

イ チーム援助に参加した教師

・これまでは「学級の生徒は自分の力で何とかしたい」という考え方が強かったが，校内の援助資源を

活用することで，より多くの視点から関わることができ，手だてとして非常に有効であると感じた。

また，教師一人の力にはやはり限界があり，偏った見方に陥らないようにしなければならないと感じ

た。

・今までは担任個人が対応するというイメージが強かったが，今回の取組を通して，担任だけでなく学

年，学校全体が「チーム」として一人の生徒に関わるということを実感できた。少なくとも保護者は

「学校はよくやってくれている」と感じるだろうと思う。そうすれば，今以上に学校や教師に対する

信頼が増すのではないかと思う。

・特別に会議の時間を設けなくても，ケーススタディにつながり，当該生徒の現在の状況と対応が把握

できるので，教員同士の信頼・連携につながると思った。

(5) 考察

不登校生徒対応状態測定尺度の事前・事後の平均値の比較から５因子中４因子に有意差が見られ，不登

校対応支援プログラムの効果を確認することができた。

本プログラムの効果を具体的に述べるとするならば，第一に，学級担任とコンサルタントが，コンサル

テーションを通して対象生徒に関する適切な援助を策定し，その内容を教師間で共有することで，教師全

体が，不登校問題に対する様々な援助を志向できるようになったことがあげられる。これは，中学校の多

様な不登校の現状において，今後，教師がより適切な援助を選択し，効果的に不登校問題を解決していく

過程に大きく影響するものと考えられる。第二に，コンサルテーションやチーム援助を通して教師の連携

意識を高めることができたことである。このことについて小林（2011）は，教師が「いざ困っている子ど

もに適切な配慮をしよう」と自然に考えられるようになるためには，教師自身が互いの人間関係を大切に

し，学校の教師全体の間に，「いざとなれば助け合う姿勢がつくられていなければならない」と述べてお

り，「何かあればすぐに協力が得られる職場」であることの重要性を指摘している。すなわち，本プログ

ラムにおけるアプローチが教師の連携志向を促進させ，教師の効果的な援助を生み出し，不登校問題解決

への効果を高めたものと推測できる。第三に，本プログラムを子どもの問題改善という視点から評価する

ならば，ある程度の成果があったと推測できる。コンサルタントの立場から，改善事例と未改善事例を比

較検討してみると，改善事例においては，学級担任の計画的な介入の成果であることは当然ながら，対象

生徒のアセスメントを基にした適切な援助やコンサルタント，学級担任・関係教師やスクールカウンセラ

ーとの間で密接な連携協力が行われ，より良質で数多くの援助ができたことが大きいと考えられる。一方

未改善事例は，対象生徒が入学して間もない状態であったことから，より正確なアセスメントを基にした

適切な対応ができなかったことが原因としてあげられる。

以上のことから，本プログラムに参加した教師は，コンサルテーションとチーム援助によって，より対

象生徒のニーズに応えようとする適切な援助志向で対応することができるようになり，不登校生徒に対す

る何らかの改善を促したと推測できる。また，不登校対応に関して教師の適切な援助志向を向上させる本

研究の不登校対応支援プログラムの効果を実践を通して明らかにしたことは，今後の中学校の教育現場に

おける不登校問題解決に向けて，一つの実践的な取組例として大きな意義があったものと考えられる。

Ⅴ 研究のまとめ

本研究の目的は，不登校対応に関する個別支援シートを活用したコンサルテーションとチーム援助の実



践によって，教師が不登校事例に対して，より適切な対応をとれる状態になることを明らかにすることで

あった。プログラム実施後の検証の結果，不登校生徒対応状態測定尺度５因子中４因子に有意な差が見ら

れ，教師が不登校問題に対し連携意識を高め，生徒の多様な援助ニーズに対応できる状態となることが確

認された。以上のことから，中学校の不登校対応において個別支援シートを活用したコンサルテーション

とチーム援助を実施することは，中学校教師が不登校生徒に対し，より適切な対応をとれる状態になるた

めに有効であることが明らかとなった。

Ⅵ 本研究における課題

１ 本研究では，教師の適切な対応をとれる状態がどの程度不登校生徒の改善に影響を及ぼすのかを，客観

的に示してはいない。したがって，今後不登校生徒の状態を測定し，教師の不登校生徒への対応状態との

関連を調査することによって，さらに効果的な対応を明らかにすることができると思われる。

２ 本研究は不登校対応に関する教師の意識についての研究であった。今後は，教師の実際の行動面に着目

した調査も行うことによって，さらに実践的で効果的な対応を明らかにすることができると考えられる。
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